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New Delhi 

Kolkata 

Chennai 

Pune 

Mumbai 
Khopoli 

 

所在地 : インド マハラシュトラ州 コポリ 

設立  : 1962年(合弁事業開始 2012年) 

売上高 : 91億ﾙﾋﾟｰ(2016年度 約155億円) 

売上数量 : 約12万8千ｔ/年（2016年度） 

従業員数 : 963名（2016年度） 

事業  : 特殊鋼製品の製造、販売 

主な製品 : 圧延品、鍛造品、鋼塊、素形材 

 

Mahindra Sanyo Special Steel Pvt. Ltd.の会社概要  

※コポリ（Khopoli）： ムンバイから南東に約70km  
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現行の出資比率 

 Mahindra & Mahindra Ltd. 51% （経営全般・操業の責任） 

 山陽特殊製鋼株式会社 29% （技術支援） 

 三井物産株式会社  20% （ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援） 

（参考）Mahindra ｸﾞﾙｰﾌﾟの概要 

 ・本社   : ｲﾝﾄﾞ ﾑﾝﾊﾞｲ 

 ・設立   : 1945年 

 ・連結売上高  : 8,898億ﾙﾋﾟｰ (2016年度 約1兆5千億円) 

 ・連結従業員数  : 約18万人  

 ・主な事業分野  : 自動車、二輪車、農機、 情報技術、 ｲﾝﾌﾗ、金融、 

                           ｼｽﾃﾑ、防衛等 

  ※100ヶ国、110の企業集団にわたる多国籍企業 

Mahindra Sanyo Special Steel Pvt. Ltd.の会社概要  
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主要用途と販売構成 

35% 

16% 14% 

11% 

3% 

1% 
20% 自動車 

軸受 鉄道 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

工具･金型 
輸出 

ｵｲﾙ、ｶﾞｽ、採鉱 

（2016年度販売数量比率） 

Crankshaft 

Rear Axle Shaft 

Gears 

Camshaft 

Bearings 

Aluminum 
Extrusion Die 

Tablet Tool Punches 

Motor Shafts 

Tower flanges  
for Windmills  



7 
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① MSSSPLの現状 

これまでの取組み 

 当社は、これまで持分法適用関連会社であるMSSSPLに対して、

品質改善、ｺｽﾄ低減、生産性向上等の技術支援を実施してきた。

（2012年9月～2018年3月末予定） 

・品質改善 ：精錬等の改善による清浄度の向上 

・ｺｽﾄ低減  ：ｽｸﾗｯﾌﾟ配合や鍛造ﾊﾟｽの適正化による電力消費削減 

・生産性    ：製鋼、圧延、検査等の各工程の能力拡大 

MSSSPLの現状 

 鋼材の清浄度は、ｲﾝﾄﾞ国内ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの水準まで向上。 

 日系顧客向け販売比率の増加も含む、売上規模の拡大。 
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ｲﾝﾄﾞの鉄鋼需要 

 現在の約1億t/年から、2030年には、2億t/年に達すると見込ま

れている。 

② ｲﾝﾄﾞの市場環境 

source :Ministry of India 
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ｲﾝﾄﾞの特殊鋼需要 

 現在の約400万t/年から、2030年には1,000万t/年まで拡大し、

現調化ﾆｰｽﾞも含め、顧客の品質要求も高まると見込まれる。 

 （ｲﾝﾄﾞの自家用車需要も、現在の約400万台/年から、2030年には 

  約1,000万台/年への拡大が見込まれている。） 

② ｲﾝﾄﾞの市場環境 

source :Research company Feedback / MSSSPL survey/ IHS 
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 技術支援の枠を超えた、生産能力・品質・ｺｽﾄ競争力・営業活

動等の全方位的な押し上げ。 

 日系も含む軸受大手や自動車大手など、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業のｲﾝﾄﾞ

国内における現調化への対応の強化。 

 当社素形材事業の一拠点としての積極的な活用。 

 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟとしての企業規模の拡大。 

③ 子会社化の狙い 
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子会社化した後の出資比率 

 山陽特殊製鋼株式会社 51%  (現行29%) 

 Mahindra & Mahindra Ltd. 29%   (現行51%) 

 三井物産株式会社 20%  (現行20%) 

 

子会社化による同社の位置付け 

 国内外を含めて、姫路本社以外では初めてとなる 

   特殊鋼一貫製造・販売子会社。 

③ 子会社化の狙い 
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④ 将来の目指す姿 

 山陽ｲﾝﾄﾞ工場として、品質とｺｽﾄ競争力でｲﾝﾄﾞNo.1の特殊鋼ﾒｰｶｰ 

  となり、現調化対応を含め、高信頼性鋼のﾆｰｽﾞに応えていく。 

 鋼材・素形材の両面から、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開を拡大する。 

USA 

・Sanyo Special Steel U.S.A., Inc. (SSSU)  

・Advanced Green Components, LLC (AGC) 

South East Asia  

・Siam Sanyo Special Steel Product  (SSSP), Thailand 

・SKJ Metal Industries Co., Ltd. , Thailand 

・P.T. Sanyo Special Steel Indonesia (SSSI), Indonesia 

CHINA  

・Sanyo Special Steel Shanghai 

・Ningbo Sanyo Special Steel  
 Products Co., Ltd. (NSSP) India  

・Mahindra Sanyo Special  
     Steel Pvt. Ltd. (MSSSPL) 

・Sanyo Special Steel India    
     Pvt. Ltd. 

Mexico 

・Sanyo Special Steel Manufacturing    

    de Mexico, S.A. de C.V. (SMM)  

JAPAN 

・Sanyo Special Steel Co., ltd. ★ 

★ 


